丸山眞男記念比較思想研究センター読書会 「内村鑑三『日本及び日本人』を読む」 by 眞壁 仁
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
読
書
会
「
内
村
鑑
三
『
日
本
及
び
日
本
人
』
を
読
む
」
眞
壁
仁
二
○
一
○
年
度
の
丸
山
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
の
読
書
は
、
二
○
一
一
年
三
月
三
日
、
一
○
日
の
二
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
。
同
月
二
四
日
に
も
最
終
回
の
第
三
回
目
を
予
定
し
て
い
た
が
、
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
の
後
の
福
島
第
一
原
発
の
事
故
、
お
よ
び
関
東
地
方
で
の
計
画
停
電
の
実
施
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
判
断
に
よ
り
開
催
は
や
む
な
く
中
止
さ
れ
た
。
今
年
度
の
読
書
会
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
日
清
戦
争
の
最
中
に
執
筆
し
出
版
さ
れ
た
内
村
鑑
三
の
英
文
著
作
の
Japan
and
the
Japanese（
日
本
及
び
日
本
人
、
一
八
九
四
年
一
一
月
刊
）
の
日
本
語
訳
を
選
ん
だ
。
参
加
者
募
集
の
チ
ラ
シ
に
も
記
し
た
と
お
り
、「
戦
後
」
非
戦
論
に
転
じ
た
内
村
は
、
一
九
○
八
年
四
月
に
こ
の
う
ち
の
数
章
を
削
り
、
R
epresentative
M
en
ofJapan（
代
表
的
日
本
人
）
と
改
題
し
て
再
版
し
、
一
九
二
一
年
に
も
再
刊
し
て
い
る
。
関
連
書
と
し
て
は
、
改
題
改
版
の
日
本
語
訳
『
代
表
的
日
本
人
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
五
年
）
と
そ
の
翻
訳
者
、
鈴
木
範
久
氏
の
『「
代
表
的
日
本
人
」
を
読
む
』（
大
明
堂
、
一
九
八
八
年
）（
巻
末
付
録
と
し
て
初
版
と
改
版
の
異
同
を
示
し
た
英
文
本
文
を
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
改
版
で
削
除
さ
れ
た
序
章
は
収
録
せ
ず
、
本
文
で
も
検
討
さ
れ
て
い
な
い
）
が
あ
る
。
今
回
あ
え
て
丸
山
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
読
書
会
の
た
め
に
選
書
し
た
理
由
と
意
図
は
、
三
つ
あ
る
。
第
一
に
、
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
て
開
講
し
て
い
る
授
業
な
ど
の
最
近
の
主
題
と
の
連
続
性
を
考
え
た
。
平
石
直
昭
氏
に
よ
る
「
福
澤
諭
吉
の
東
洋
政
略
論
を
読
む
」（
前
年
度
読
書
会
、
明
治
初
年
か
ら
「
脱
亞
論
」
ま
で
の
東
洋
政
略
）、
中
田
喜
万
氏
に
よ
る
「「
武
士
道
」
の
幻
を
追
っ
て
」（
今
年
度
授
業
、
新
渡
戸
稲
造
『
武
士
道
』
か
ら
遡
る
）、
ま
た
丸
山
文
庫
顧
問
の
宮
村
治
雄
氏
が
「
解
説
」
を
つ
け
ら
れ
た
萩
原
延
壽
・
藤
田
省
三
『
痩
我
慢
の
精
神
│
福
沢
諭
吉
「
丁てい
丑
ち
ゅ
う
公
論
」「
痩
我
慢
の
説
」
を
読
む
』（
朝
日
文
庫
、
二
○
○
八
年
）（
前
者
は
西
郷
の
評
価
を
扱
う
）
が
出
版
さ
れ
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
別
の
読
書
会
も
開
催
さ
れ
た
。
近
代
日
本
の
東
洋
政
略
論
・
武
士
道
・
西
郷
評
価
│
│
福
澤
の
次
の
世
代
で
、
新
渡
戸
と
同
世
代
の
そ
れ
ら
を
め
ぐ
る
内
村
認
識
を
扱
う
こ
と
は
、
重
複
が
多
い
と
い
う
出
席
者
の
関
心
に
も
継
続
性
に
お
い
て
応
え
得
る
の
で
は
な
い
か
。
第
二
に
、
二
○
一
一
年
三
月
は
内
村
鑑
三
生
誕
一
五
○
年
に
あ
た
り
（
彼
の
誕
生
日
は
太
陽
暦
で
三
月
二
三
日
）、
各
種
の
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
記
念
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行
事
、
あ
る
い
は
記
念
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
現
代
的
意
義
」
を
問
う
顕
彰
事
業
で
は
な
く
、
近
代
日
本
の
歴
史
の
な
か
で
生
き
た
内
村
の
思
想
を
と
ら
え
て
み
た
い
。
思
想
家
の
達
成
点
、
完
成
さ
れ
た
思
想
体
系
と
そ
の
評
価
で
は
な
く
、
雑
多
な
諸
要
素
が
混
在
し
た
状
況
か
ら
あ
る
思
想
が
生
成
さ
れ
、
発
現
し
て
い
く
過
程
に
、
ま
た
そ
の
変
化
と
展
開
の
プ
ロ
セ
ス
に
着
目
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
も
つ
所
与
の
時
代
と
空
間
の
な
か
で
〈
生
き
た
思
想
〉
の
す
が
た
を
描
き
出
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
丸
山
眞
男
が
思
想
史
の
方
法
論
と
し
て
、
と
り
わ
け
日
本
の
思
想
史
研
究
を
行
う
際
に
「
思
想
が
創
造
さ
れ
る
過
程
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
と
こ
ろ
」「
そ
の
思
想
の
到
達
し
た
結
果
と
い
う
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
初
発
点
、孕
ま
れ
て
来
る
時
点
に
お
け
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
も
の
、
つ
ま
り
ど
っ
ち
に
い
く
か
わ
か
ら
な
い
可
能
性
、
そ
う
い
っ
た
も
の
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
も
合
致
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
（
丸
山
「
思
想
史
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
一
九
六
一
年
）。
丸
山
は
日
本
の
思
想
史
と
い
う
大
き
な
単
位
で
の
課
題
を
前
提
に
語
っ
て
い
る
が
、
一
人
の
思
想
家
の
評
価
、
さ
ら
に
は
そ
の
思
想
家
の
あ
る
時
期
と
そ
の
後
の
時
期
の
展
開
の
評
価
に
つ
い
て
も
、
似
た
よ
う
な
指
摘
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
「
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
と
こ
ろ
」
に
着
目
す
る
よ
う
な
思
想
史
の
学
び
を
、
あ
る
テ
キ
ス
ト
を
素
材
に
行
っ
て
み
る
。
第
三
に
、
そ
の
題
材
と
し
て
選
ん
だ
日
清
戦
争
の
最
中
に
出
版
さ
れ
た
内
村
鑑
三
の
テ
キ
ス
ト
を
、「
戦
中
」
と
「
戦
後
」
の
認
識
の
対
比
の
な
か
で
、
あ
る
い
は
「
戦
前
」
と
「
戦
中
」「
戦
後
」
の
比
較
の
な
か
で
読
ん
で
み
よ
う
と
試
み
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
『
代
表
的
日
本
人
』
で
は
な
く
、
当
初
の
『
日
本
及
び
日
本
人
』
と
し
て
読
ん
で
み
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
変
化
の
過
程
を
追
お
う
と
し
た
。
日
清
戦
争
の
「
戦
中
」
に
、
内
村
が
課
題
と
し
た
も
の
は
何
か
。
そ
し
て
「
戦
後
」
の
思
想
転
回
に
は
、
そ
れ
以
前
の
要
素
の
な
に
が
生
か
さ
れ
、
な
に
が
否
定
さ
れ
た
の
か
。
あ
る
出
来
事
に
直
面
し
て
人
間
が
大
き
く
認
識
を
転
回
さ
せ
て
い
く
場
合
、
そ
れ
は
当
然
、
そ
れ
以
前
に
彼
や
彼
女
が
積
み
上
げ
き
た
経
験
と
認
識
を
土
台
に
な
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
内
村
に
と
っ
て
も
、
日
清
戦
争
の
「
戦
中
」
と
「
戦
後
」
の
あ
い
だ
に
は
、
決
し
て
大
き
な
思
想
的
断
絶
の
溝
ば
か
り
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
連
続
す
る
側
面
が
あ
る
。
そ
れ
を
ひ
と
こ
と
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
、
と
言
っ
て
済
ま
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
論
者
は
、
思
想
が
転
じ
て
「
非
戦
論
」
の
立
場
を
と
る
に﹅
も﹅
か﹅
か﹅
わ﹅
ら﹅
ず﹅
、「
戦
中
」
の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
残
滓
」
が
「
戦
後
」
に
も
み
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。「
最
初
の
執
筆
時
の
時
代
状
況
が
強
く
反
映
し
、
…
…
改
版
さ
れ
た
『
代
表
的
日
本
人
』
に
も
、
ま
だ
色
濃
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
み
ら
れ
る
」
（
鈴
木
範
久
「
解
説
」、
岩
波
文
庫
、
二
○
二
頁
）。
こ
の
読
書
会
を
通
し
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、そ
の
一
貫
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
質
の
問
題
で
あ
る
。
「
戦
前
」「
戦
中
」
の
内
村
に
お
い
て
も
、
ま
だ
「
ど
っ
ち
に
い
く
か
わ
か
ら
な
い
」
「
ど
っ
ち
の
方
向
に
も
い
き
う
る
可
能
性
」の
思
想
的
要
素
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
か
れ
自
身
の
経
験
と
反
応
し
て
、
あ
る
方
向
が
強
調
さ
れ
て
い
く
。
彼
が
日
清
戦
争
の
直
後
か
ら
、
日
本
に
厳
し
い
批
判
を
加
え
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
彼
の
「
戦
中
」
の
日
本
へ
の
期
待
が
高
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
し
か
し
そ
れ
が
現
実
に
裏
切
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
の
期
待
値
と
現
実
の
大
き
な
落
差
が
、
彼
の
思
想
的
飛
躍
と
そ
の
後
の
評
論
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
読
書
会
で
は
、
出
席
者
に
よ
る
朗
読
を
交
え
な
が
ら
、
配
布
資
料
を
も
と
に
テ
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キ
ス
ト
の
内
容
紹
介
と
背
景
説
明
、
叩
き
台
と
し
て
担
当
者
の
解
釈
を
示
し
て
、
参
加
者
に
意
見
を
求
め
る
形
を
と
っ
た
。
第
一
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
『
代
表
的
日
本
人
』
の
解
釈
を
紹
介
し
た
の
ち
、「「
戦
中
」
の
認
識
」
と
題
し
て
、
日
清
戦
争
を
文
明
と
野
蛮
の
戦
争
と
評
し
た
福
澤
や
『
時
事
新
報
』、
徳
富
蘇
峰
、
陸
羯
南
ら
当
時
の
知
識
人
た
ち
の
認
識
と
そ
の
な
か
で
の
内
村
の
時
評
と
テ
キ
ス
ト
を
位
置
づ
け
た
。
具
体
的
に
は
初
版
テ
キ
ス
ト
に
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
た
‶Justification
ofthe
C
orean
w
ar”（
朝
鮮
戦
争
の
正
当
性
）
に
よ
り
、
こ
の
戦
争
を
「
義
の
為
め
の
戦
い
」
と
し
諸
外
国
に
「
東
洋
に
於
け
る
進
歩
主
義
の
戦
士
」
日
本
に
対
す
る
支
持
を
要
請
し
た
彼
の
認
識
を
お
さ
え
た
。
本
文
の
検
討
で
は
、
の
ち
の
版
か
ら
は
削
除
さ
れ
た
第
一
章
‶T
he
land
and
the
people”（
国
土
と
国
民
)か
ら
は
じ
め
、
内
村
が
日
本
の
国
民
性
と
し
て
G
reatness「
偉
大
さ
」
と
O
riginality「
独
創
性
」（
と
く
に
「
作
因
的
な
、
ま
た
創
造
的
な
」
独
創
性
）
の
欠
如
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
秩
序
・
慎
重
・
寡
黙
・
勤
勉
・
節
約
や
「
平
和
な
家
庭
生
活
」
の
追
求
と
い
う
点
に
国
民
の
美
点
を
認
め
、
そ
れ
を
‶G
reatness
in
sm
al
things”と
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
も
「
傑
出
し
た
国
民
に
な
る
可
能
性
」
を
有
し
て
い
る
。『
日
本
及
び
日
本
人
』
の
目
的
は
、「
代
表
的
日
本
人
の
研
究
を
と
お
し
て
、「
大
和
魂
」
の
諸
局
面
を
紹
介
す
る
こ
と
」、
そ
れ
を
通
し
て
国
民
へ
の
「
勇
ま
し
さ
雄
々
し
さ
」
を
示
し
、
西
洋
列
強
へ
の
条
約
改
正
要
求
を
承
認
さ
せ
る
こ
と
に
お
か
れ
て
い
た
。
第
二
章
「
西
郷
隆
盛
と
新
日
本
」
に
お
い
て
も
、
お
も
に
「
天
」
の
命
を
う
け
た
者
に
よ
る
維
新
革
命
の
叙
述
と
、
執
筆
時
の
日
清
戦
争
に
お
け
る
正
義
の
遂
行
の
認
識
の
重
な
り
を
検
討
し
た
。
第
二
回
は
、「「
戦
前
」
か
ら
「
戦
中
」
へ
│
│
日
本
の
道
徳
と
キ
リ
ス
ト
教
の
理
解
」
を
主
題
と
し
た
。
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
を
含
む
日
清
戦
争
の
「
戦
前
」
か
ら
「
戦
中
」
へ
の
、
日
本
と
内
村
自
身
の
状
況
変
化
は
、
彼
の
日
本
の
伝
統
観
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
。
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
入
学
直
前
に
、
内
村
は
「「
大
和
魂
」
の
道
徳
的
特
徴
」
を
英
文
雑
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
（
一
八
八
六
年
一
月
）。
そ
こ
で
は
、「
孝
」・「
忠
」・「
愛
」（
仁
）
と
い
う
三
つ
の
道
徳
的
価
値
が
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
で
総
長
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
Ｈ
・
シ
ー
リ
ー
の
示
唆
を
受
け
て
〈
第
二
の
回
心
〉
を
経
験
し
（
一
八
八
六
年
三
月
）、
ま
た
帰
国
後
に
は
不
敬
事
件
（
一
八
九
一
年
一
月
）
を
お
こ
し
、
そ
の
う
え
で
、
日
清
戦
争
の
直
前
と
戦
中
に
、
英
文
の
H
ow
I
becam
e
a
C
hristian（
余
は
い
か
に
し
て
キ
リ
ス
ト
信
徒
と
な
り
し
か
、
一
八
九
五
年
五
月
刊
）
と
今
回
の
テ
キ
ス
ト
『
日
本
及
び
日
本
人
』
を
著
し
た
。
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
の
「
封
建
領
主
」
上
杉
鷹
山
、「
農
民
聖
人
」
二
宮
尊
徳
、「
村
の
教
師
」
中
江
藤
樹
の
記
述
と
関
連
著
作
を
扱
い
な
が
ら
、（
一
）
陽
明
学
と
キ
リ
ス
ト
教
の
類
比
を
含
む
、
日
本
の
「
天
」
や
「
自
然
」
を
め
ぐ
る
理
解
、（
二
）「
忠
義
」
の
事
例
と
し
て
引
照
さ
れ
る
、
家
庭
に
お
け
る
妻
（「
日
本
の
花
嫁
」）
の
役
割
理
解
、
（
三
）
内
村
と
問
題
関
心
を
重
ね
て
記
さ
れ
た
、
新
渡
戸
稲
造
の
B
ushido:T
he
SoulofJapan（
武
士
道
：
日
本
の
魂
、
一
八
九
九
年
刊
）
と
の
比
較
、（
四
）
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
と
の
決
定
的
な
相
異
点
の
理
解
を
中
心
に
、「
戦
中
」
に
至
る
ま
で
の
内
村
の
日
本
の
伝
統
思
想
の
解
釈
を
検
討
し
た
。
第
三
回
は
、「「
戦
中
」
か
ら
「
戦
後
」
へ
│
│
‶G
reatness
in
sm
al
things”
と
「
小
な
る
日
本
」」
を
予
定
し
て
い
た
。『
日
本
及
び
日
本
人
』
に
は
、
キ
リ
ス
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ト
教
で
の
中
心
主
題
で
あ
る
罪
の
赦
し
は
記
さ
れ
な
い
が
、
日
本
の
偉
人
た
ち
の
「
偉
大
さ
」
の
背
後
に
彼
ら
自
身
の
「
弱
さ
」
の
自
覚
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
（
第
一
章
で
も
日
本
の
欠
点
が
記
さ
れ
て
い
る
）。
非
戦
論
へ
の
転
回
要
因
に
つ
い
て
は
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
人
間
の
「
偉
大
さ
」
と
「
弱
さ
」
の
自
覚
の
相
関
関
係
も
、「
戦
後
」
の
思
想
転
回
へ
の
隠
れ
た
水
脈
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
余
は
い
か
に
し
て
』
を
含
む
「
戦
中
」
の
著
作
の
記
述
に
み
ら
れ
る
、
ち
い
さ
い
も
の
、
小
さ
な
こ
と
、
些
細
な
こ
と
、
と
る
に
足
ら
ぬ
こ
と
│
│
そ
の
よ
う
な
「
小
事
に
お
け
る
偉
大
さ
」
を
、
日
本
の
独
自
性
と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
に
か
け
た
期
待
が
、
徳
富
蘇
峰
の
「
大
日
本
膨
脹
論
」
へ
の
対
論
を
強
く
意
識
し
た
、「
戦
後
」
の
内
村
の
「
小
な
る
日
本
」（「
人
は
皆
斉
し
く
日
本
の
大
を
称
ふ
、
余
輩
は
惟ひと
り
其
小
を
唱
へ
ん
と
欲
す
」）
の
主
張
に
つ
な
が
っ
て
い
く
過
程
を
推
論
し
、
検
討
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
内
村
は
留
学
中
か
ら
、
神
の
摂
理
に
よ
り
日
本
の
国
民
性
に
「
固
有
の
天
与
の
賜
物
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
の
確
信
を
強
め
て
い
た
が
、
初
版
テ
キ
ス
ト
で
は
序
章
の
日
本
の
greatness
と
originality
の
問
い
か
け
に
呼
応
し
、
終
章
と
し
て
お
か
れ
て
い
た
の
が
‶Japan:
its
m
ission”（
日
本
の
天
職
）
だ
っ
た
。
自
ら
の
半
生
と
の
重
ね
合
わ
せ
を
窺
わ
せ
る
第
六
章
の
「
仏
僧
」
日
蓮
の
記
述
、
そ
の
後
の
仏
教
理
解
の
変
化
（
さ
ら
に
は
矢
内
原
忠
雄
『
余
の
尊
敬
す
る
人
物
』
の
日
蓮
像
と
の
比
較
）
と
預
言
者
像
の
提
示
と
と
も
に
、
読
書
会
の
最
終
回
で
は
、
こ
の
「
戦
後
」
の
「
日
本
の
天
職
」
の
意
味
内
容
の
変
化
と
展
開
を
、
一
九
二
四
年
の
同
名
の
著
作
ま
で
視
野
に
収
め
て
読
み
取
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
日
本
と
そ
の
国
民
の
「
天
職
」
を
論
じ
る
議
論
は
当
時
少
な
く
な
く
、
た
と
え
ば
同
時
期
の
陸
羯
南
の
国
際
的
な
「
国
民
の
特
立
」
論
や
「
国
命
説
」
に
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
も
内
村
の
認
識
の
独
自
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
テ
キ
ス
ト
を
『
代
表
的
日
本
人
』
と
し
て
読
め
ば
、
た
し
か
に
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
の
O
n
H
eroes,and
H
ero-w
orship,and
the
H
eroic
H
istory（
英
雄
及
び
英
雄
崇
拝
、
一
八
四
一
年
）
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
。
だ
が
初
版
の
主
題
と
構
成
か
ら
は
、「
英
雄
」
的
な
「
独
自
の
宗
教
的
（
キ
リ
ス
ト
教
的
）
人
間
像
」
や
キ
リ
ス
ト
教
受
容
の
一
類
型
と
し
て
の
「
接
木
型
」
の
提
示
だ
け
で
は
な
い
意
図
が
浮
か
び
あ
が
る
。
今
回
、「
戦
後
」
に
改
版
さ
れ
る
以
前
の
、「
戦
中
」
の
『
日
本
及
び
日
本
人
』
の
テ
キ
ス
ト
に
、
内
村
の
思
想
展
開
の
原
型
を
読
み
取
ろ
う
と
試
み
た
が
、
結
局
未
完
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
参
会
者
の
皆
様
に
担
当
者
と
し
て
申
し
訳
な
く
思
う
と
と
も
に
、
私
見
に
対
す
る
十
分
な
批
判
を
受
け
る
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。
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